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今
ま
で
、
私
た
ち
は
、
可
燃
物
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
し
、
熱
回
収
す
る
事
を
、

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
言
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
、
そ
れ
は
ど
う
も
お

か
し
い
と
い
う
事
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
熱
と
い
う
も
の
は
熱
い
方
か
ら

冷
た
い
方
に
流
れ
、
循
環
し
な
い
か
ら
で

す
。
で
す
か
ら
回
収
す
る
と
言
う
こ
と
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
（
循
環
）
で
は
無
く
、
リ
カ

バ
リ
ー
（
回
収
）
が
正
し
い
と
い
う
事
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
環
境
問
題
で
進
ん
で
い
る
、

E
U

で
行
っ
て
い
る
分
類
は
、
ど
う
な
っ
て

し
ょ
う
か
。 

い
る
の
で

① 

メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル 

化
学
反
応
を
伴
わ
な
い
リ
サ
イ
ク

ル
で
あ
り
、
日
本
で
言
う
所
の
、
ケ

ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
言
い
ま
す
。
物
理

的
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。 

② 

フ
ィ
ー
ド
ス
ト
ッ
ク
リ
カ
バ
リ
ー 

原
料
と
し
て
回
収
す
る
方
法
。 

③ 

サ
ー
マ
ル
リ
カ
バ
リ
ー 

熱
回
収
。 

こ
の
分
類
を
見
て
い
く
と
、
物
理
レ
ベ
ル
、

分
子
レ
ベ
ル
、
熱
分
解
反
応
（
原
子
レ
ベ 

サ
ー
マ
ル
リ
カ
バ
リ
ー
と
は 

     

 

 

ル
）
に
よ
る
も
の
を
分
け
て
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
サ
ー
マ
ル
リ
カ
バ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、
ゴ
ミ
焼
却
場
と
住
宅
が
、
日
本
の

様
に
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
発
電
だ
け
で

は
な
く
、
熱
回
収
に
よ
る
給
湯
も
行
わ
れ

て
お
り
、
双
方
の
回
収
率
は
七
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ

の
場
合
に
は
、
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
が
出
来
な
け
れ
ば
、

焼
却
禁
止
と
い
う
厳
し
い
規
制
が
あ
り
ま

す
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
場
合
は
、
平
均

十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
す
。
火
力
発
電
所

で
す
ら
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
回
収
率

で
あ
り
、
温
排
水
と
し
て
海
に
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
処
理
に
お
い
て
、
ガ
ス
化
技
術

を
応
用
し
た
設
備
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
受
入
条
件
等
で
難
し
い
部
分
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
で
発
生
す
る
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
コ
ー
ク
ス
化
、
高
炉
還
元
剤
、

セ
メ
ン
ト
焼
成
用
燃
料
で
全
量
、
処
理
可

能
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
回
収
率
は
格
段

に
向
上
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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現
在
、
日
本
か
ら
ア
ジ
ア
各
国
に
対
し
、

盛
ん
に
輸
出
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間

で
六
百
八
十
万
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
、
そ
の

内
の
約
四
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
中
国
向
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
韓
国
で
約
三

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
台
湾
の
約
十
四
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
大

き
な
数
字
と
な
っ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、

公
共
工
事
の
減
少
に
よ
る
国
内
電
炉
の
減

産
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

デ
ィ
ー
ラ
ー
と
電
炉
は
「
車
の
両
輪
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
〇
一
年
に
メ

ー
カ
ー
の
減
産
が
進
行
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

価
格
は
大
き
く
下
が
り
ま
し
た
。
同
時
に
、

メ
ー
カ
ー
の
閉
鎖
、
合
併
な
ど
再
編
も
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
当
時
の
メ
ー
カ

ー
の
購
買
姿
勢
は
、
「
余
り
も
の
に
値
無

し
」
と
守
勢
に
徹
し
て
お
り
、「
車
の
両
輪
」

の
理
論
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
海

外
へ
と
視
線
を
移
し
、
徐
々
に
輸
出
を
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
推
移
の
中
で
、

価
格
の
決
定
要
因
も
、
国
内
の
需
給
の
み

か
ら
、
国
内
需
給
・
国
際
価
格
連
動
へ
と

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
関
東

か
ら
の
船
積
み
は
、
国
内
移
送
も
含
め
る

と
、
発
生
量
の
二
十
六
〜
二
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
に
相
当
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
無

視
で
き
る
数
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出 

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
関
東
で
の
船
積
み

状
況
で
す
が
、
現
在
、
十
箇
所
の
港
か
ら

積
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
る

と
千
葉
・
茨
城
地
区
で
四
万
ト
ン
弱
、
お

台
場
近
辺
で
七
万
ト
ン
、
川
崎
・
横
浜
方

面
で
八
万
ト
ン
と
毎
月
二
十
万
ト
ン
弱

が
船
に
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
の
六

十
〜
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
輸
出
と
な

っ
て
い
ま
す
。
船
の
大
き
さ
で
は
、
千
ト

ン
位
の
も
の
か
ら
、
四
千
ト
ン
ク
ラ
ス
が

主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど

は
三
万
ト
ン
ク
ラ
ス
な
ど
の
大
型
船
が

多
い
の
で
す
が
、
日
本
の
場
合
、
水
深
の

問
題
と
、
岸
壁
に
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
無
い

な
ど
の
問
題
に
よ
り
、比
較
的
小
型
の
船

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
数
量
的
に
は
、

港
湾
の
能
力
か
ら
み
て
も
そ
ろ
そ
ろ
限

界
に
近
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
際
競
争
力

の
あ
る
港
湾
整
備
が
望
ま
れ
る
所
で
す
。 

 
 

  
 
 

中
部
商
品
取
引
所
に
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

先
物
の
上
場
が
申
請
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
は
、
国
際
価
格
の
変
動
や
、
国

内
需
給
の
変
化
、
季
節
要
因
等
に
よ
り
大

き
く
変
動
し
て
お
り
、上
場
と
の
流
れ
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
、
品
質
の
安
定

が
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
先
物
上
場 


